




2011 年 3 月 11 日午後 2時 46 分、三陸沖を震源とするマグニチュード 9の巨大地
震が発生、これにより引き起こされた大津波で東北地方を中心に広い範囲で甚大な
被害がもたらされました。さらに東京電力福島第一原子力発電所が被災して放射能
漏れ事故を起こし、人々をさらに困難な状況に置きました。

カリタスジャパンは同月 16 日に仙台入りし、
仙台教区長および教区事務局長らと今後の支援
活動について協議、活動の拠点としての「仙台
教区サポートセンター（SDSC）」を立ち上げま
した。

その後 SDSC は被災地で災害ボランティアセ
ンターを運営する地元社会福祉協議会および現
地のカトリック教会との連携のもと、行政の手
の行き届いていない細かなニーズをさぐり、支
援を行うことを旨として活動を開始しました。

震災から 1週間後には宮城県塩竈市にそして
その数日後には同石巻市にボランティアベース
を開設し、全国からボランティアの受け入れを

開始、被害を受けた住宅や事業所の後片付けやがれき撤去などを行うボランティア
を派遣しました。

その他、個別に活動している団体への支援も行いました。

【2010年度内支援実績】
⃝カトリック柏崎教会（新潟教区／避難者受け入れ）	 299,660 円
⃝新潟教区山形地区（新潟教区／避難者受け入れ）	 2,900,000 円

東日本大震災　　2011.3.11〜

被害に遭われた方々に心からお見舞い申し上げますと共に、ご家族、ご友人を亡
くされた方々へ深い哀悼の意を表します。カリタスジャパンも復興へ向けて共に
努力して参ります。
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援助活動

 国際カリタスから全世界に出された、災害・紛争時における緊急支援要請
（Emergency Appeal）への対応【14件】

各国カリタスと連携した、海外における開発プロジェクトの実施支援【22件】
国内の草の根レベルで活動する団体への支援【9件】

支援プロジェクトの視察
モンゴル（2010 年 4 月）、ルワンダ（2010 年 8 月）、パキスタン（2010 年 11 月）、
インド（2011 年 1 月）

活動報告会・視察報告会
大阪教区（中学校での開発教育）、大分教区（信徒協議会での活動説明会）

地域別支援額

2010年度援助総額　　178,581,575円

教育
14％

災害復興
24％ 総合的コミュニティ開発

10％

保健　4％
社会的弱者支援　4％

人権　1％
カリタス支援　1％

その他

国際カリタス
緊急支援要請

42％

開発
プロジェクト
58％

【分野別（海外）】

日本国内 9,110 5.1％
アジア・オセアニア 100,410 56.2％
アジア全般 7,014 キルギスタン 2,618 パキスタン 22,897
インド 12,389 スリランカ 4,109 バングラデシュ 12,057
インドネシア 833 台湾 3,951 フィリピン 835
カザフスタン 790 中国（四川地震） 17,286 ミャンマー（サイクロン） 5,069
カンボジア 5,235 ネパール 1,249 モンゴル 4,078
アフリカ 11,580 6.5％
ウガンダ 2,464 スーダン 4,981 ニジェール 1,112
ケニア 2,094 ソマリア 929
ラテンアメリカ 50,813 28.5％
チリ 14,995 ハイチ 33,520 ブラジル 2,298
中近東 6,671 3.7％
イラク 4,219 ヨルダン 2,452
総計 178,584 100％

（単位：千円）

援助総額を円単位で表示し、地域別支援額を千円単位で表示しています。



援助活動

緊急援助
（国際カリタス緊急支援要請）
ハイチ地震復興支援

EA 16/10（ハイチ）
2010 年 1 月に大地震により被災
したハイチでは、5月より復興支
援が始まっています。長期にわた
るであろう復興支援の 1年目、お
よび 10 月頃から蔓延したコレラ
への緊急対応への支援を行ないま
した。

開発プロジェクト
就学前教育支援
（モンゴル）

昨今の経済危機により貧富の差が
拡大するモンゴルで、過酷な環境
で暮らす就学前年齢の子どもたち
に、栄養（給食）と基礎教育を提
供しています。これにより、子ど
もたちは以降の教育課程に対応す
る力を身につけています。

国内緊急援助
東日本大震災緊急支援
（新潟教区／柏崎教会）

新潟県柏崎市には、東日本大震災
の被災者約 400 人が避難していま
した（3 月現在）。カトリック柏
崎教会は食事提供が受けられない
避難者のために炊き出しを行い、
カリタスジャパンはその食材など
を支援しました。
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皆様からお寄せいただく四旬節献金、募金をもとに国内外で困難な状況にある人々
に対して援助活動を行っています。



啓発活動

カトリック教会の自死意識調査報告と分かち合い（2010年 4月）
「自死について語ろう」
第 1部　「カトリック教会における自死についての意識調査」報告
第 2部　グループシェアリング
第 3部　リレートーク「私たちにできることは？」

自死についての小冊子発行（2010年 11月）
表　　題：自死の現実を見つめて─教会が生きる支えになるために─
発行部数：15,000 部
概　　要：・メッセージ「自死の現実を見つめて」
　　　　　・自死の実態を知ろう
　　　　　・自死についてのQ&A
　　　　　・カトリック教会における自死についての意識調査報告
　　　　　・生きる支援　相談窓口のリスト
　　　　　・大切な人を亡くされたあなたへ

キリスト教超教派の活動
⃝第 51 回日本キリスト教社会福祉学会参加（2010 年 6 月）
⃝ 21 世紀キリスト教社会福祉実践会議（2010 年 7 月、11 月、2011 年 1 月）
救世軍、日本キリスト教団、日本聖公会、日本バプテスト同盟、日本ルーテル教団等所
属の社会福祉関連部署、カトリックからはカリタスジャパンによって構成され、隔年で
大会を開催。　2012 年 2 月に第 8回大会を実施予定。

カリタスジャパンニュース
募金いただいた方に領収書とともにお送りしています。ホームページからもダウンロー
ドでき、購読も可能（無料）です。� 年 6回（隔月）毎号約 5,000 〜 6,000 部発行

ホームページ
呼びかけ中、受付中の募金の援助活動状況、カリタスジャパンの概要、活動報告などを
掲載しています。写真やちらしをダウンロードして募金活動などにご活用いただけます。

URL は http://www.caritas.jp

活動紹介 DVD「カリタスジャパンと私たち」� 2011 年 3月　1,500 部作成
カリタスジャパンの活動紹介DVDを作成し、各教会、カトリック学校等へ配布しました。

啓発部会は、日本のカトリック教会における広義の社会福祉にかかわる部門として、
とくに国内において、人間の尊厳や力を奪われた人々のエンパワーメント（復権）に
向けての啓発活動を行なっています。

報告資料
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2011年四旬節教皇メッセージテーマ
「あなたがたは洗礼によって、キリストともに葬られ、
　　　　　また、キリストとともに復活させられたのです」（コロサイ 2・12）

四旬節キャンペーン小冊子「つなぐ 2011」 58,000部
目　次
1．愛の業、その主役は誰か
2．いつも、ともに
3．人と人とをつなぐ
4．小さくて、大きな気付き
5．教会が生きる支えになるために
6．声なき人々の声を届ける
Uniendo a unas personas con otras
第 3 話をスペイン語に翻訳して小冊子に掲載。

今年度は、カリタスジャパンの活動や援助先の活動紹介となってい
る。日本語の趣意書は、小冊子の中に組み入れ、英語、ポルトガル
語、スペイン語、ベトナム語、韓国語の趣意書は別に翻訳した。

組立式募金箱 25,000部

みなさまの献金・募金は、最も支援を必要とする人々へ
みなさまからの献金・募金は貧困、災害などに苦しむ多くの人々の命を守り、

自立を助けるために使われます。

2010年度献金・募金総額 ¥433,842,670
	 四旬節献金	 ￥66,210,290
	 国内援助	 ￥3,109,283
	 海外援助	 ￥48,074,130
	 海外緊急災害	 ￥45,049,647
	 東日本大震災	 ￥256,921,140
	 クリスマス募金	 ￥14,478,180

四旬節　愛の献金　キャンペーン

教皇は毎年、四旬節に向けてメッセージを発表し、キリストを信じるすべての人
が四旬節の精神をよく理解して、回心と愛のわざに励むよう呼びかけます。この
呼びかけにこたえて日本のカトリック教会は、虐げられ、差別され、見捨てられ、
いのちの危機にさらされている人たちとの共感を大切にするよう一人ひとりに訴
えるとともに、四旬節中の「愛の献金」を奨励しています。

（カトリック教会情報ハンドブック 2011）
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カトリック中央協議会

135─8585　東京都江東区潮見 2─10─10　日本カトリック会館
Phone: 03─5632─4439
     Fax: 03─5632─4464
E-mail: info@caritas.jp　

http://www.caritas.jp
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

募金受付窓口
郵便振込口座 : 00170─5─95979　カリタスジャパン

発行：2011 年 7 月

（表紙写真：パキスタン・ルワンダ・東日本大震災）


